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する全ての交渉を

19年３月までに終えねば
ならない。離脱の延長には残り27カ国の合意が必要と
なる。ここまでの交渉において決定事項は何一つない。
４つの移動（ヒト、モノ、資本、サービス𧶠脱後も

ことになる。各企業の取り
組みも同じタイミングでされ、世界的ルールづくりに長
けているＥＵ主導のビジネスモデルとも言える。

　

欧州と一帯一路
中鹿 協定・投資協定が結びやすい状況にある。日

本企業による直投残高の過去累積では、米国向けが
一番多く、二番目はＥＵ。貿易・投資は経済的・政治
的なポートフォリオとして日・欧間関係構築に非常に
重要であで

�て
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�K �” �‚ �V �T�› �Ô �` �z �\ �• �’ �w �Î �ï �Ä となる提言書を
作成してほしい」「日本が『鈍感』であるこのテーマ
について過去の経験則に捉われず、新しい感性で
発想してほしい」など
活発な意見が出され、
その後、原案は了承さ
れた。
続いて、内閣府総合
科学技術・イノベー
ション会 議 議員の
原山優子氏を講師に
迎え、今年度の砺 本 るえシシ 承師年シ シシ シと のテーの

い科 度 術度 た科科科科科発科




